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研究成果の概要：継続して検討してきた好酸球の核内受容体の機能解析、アレルギー性炎

症の病態解析と評価に関する研究をすすめ、国内外に発表した。特に本研究課題の中心で

あるビタミン A の活性型誘導体であるレチノイン酸に関しては、国内外で学会発表を行う

とともに J Immunol 誌に成果を発表した。この概要は、9-cis retinoic acid(9-cisRA)と all-trans retinoic 

acid(ATRA)が、著明なヒト好酸球生存延長作用と炎症性サイトカイン産生を誘導することを

はじめて明らかにたものである。これらの結果はビタミン A 誘導体が生体内において好酸

球の生存延長や機能発現に関与し、好酸球の恒常性維持やアレルギー性炎症の形成に寄与

している可能性を示したものである。現在はマウス喘息モデルでの検討を進め、予備実験

を終了しているほか、好酸球や他の炎症細胞での機能的な役割について検討を進めている。 
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１．研究開始当初の背景 

 応募者らはこれまで、主に好酸球と気道上

皮細胞の接着分子・ケモカイン受容体、脂質

メディエーターによる機能制御を明らかに

し、アレルギー疾患の病態解析について検討

してきた。さらに、好酸球の細胞表面受容体

に比較して研究の進んでいなかった核内受

容体にも注目し、その機能解析を行ってきた。

予備的検討で、これまで知られていなかった

レチノイド受容体の著明な好酸球生存延長

作用を見いだした。 

 

２．研究の目的 

 アレルギーの中心的な炎症細胞である好

酸球において、核内受容体や他のケモカイン

受容体とのクロストークの解明、レチノイン
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酸をはじめとする生理活性物質のアレルギ

ー炎症における病態生理学的意義の解明。 

 

３．研究の方法 

 ヒト好酸球を用いた in vitro の機能解析

を、他の免疫細胞、動物モデルを用いた実験

的研究、生体サンプルを用いた臨床的研究。 

 

４．研究成果 

 特に、好酸球の機能調節機構について継続

して検討した。特に、核内受容体の機能解析、

アレルギー性炎症の成因に関する研究をす

すめ、国内外に発表した。本研究課題の中心

であるビタミン Aの活性型誘導体であるレチ

ノイン酸に関しては、国内外で学会発表を行

い J Immunol 誌に成果を発表した（発表論文

2）。我々の研究結果はビタミン A誘導体が生

体内において好酸球の生存延長や機能発現

に関与し、好酸球の恒常性維持やアレルギー

性炎症の形成に寄与している可能性を示し

たものであり、さらに食生活とアレルギー疾

患の関係にも一つの切り口を与えるもので

ある。 
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